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3 年間ありがとう
また会おうね、ライアンさん
特集

平成１４年度循環型まちづくり事業の成果／まちづくりの代表者　２２人の新議員が決定
地震への心構えは日ごろから　いざというとき、家族を守れますか？

大人も未成年者も処罰の対象に　出会い系サイト規制法が施行されます
肝炎を正しく理解しましょう

紫波町の情報はホームページにも掲載しています。アドレスは　www.town.shiwa.iwate.jp/
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昨
年
の
７
・　

台
風
は
、
当
町
に
対
し
て
十

１１

億
円
強
の
被
害
と
多
く
の
教
訓
を
残
し
去
り
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
は
多
大
の
犠

牲
を
払
わ
れ
ま
し
た
。
二
度
と
あ
の
よ
う
な
悪

夢
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
後
も
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
５
・　

三
陸
南
地
震
で
住
居
そ
の
他

２６

に
被
害
が
発
生
し
、
町
施
設
に
も
約
五
千
万
円

の
被
害
額
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
７
・　

宮
城

２６

北
部
地
震
は
被
害
の
報
告
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

連
日
の
余
震
で
気
が
休
ま
ら
な
い
毎
日
で
す
。

水
害
、
地
震
の
二
つ
に
つ
い
て
、
当
町
の
危
機
管

理
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

水
害
に
つ
い
て
は
、
昨
年
並
み
の
雨
量
に
耐

え
る
こ
と
が
で
き
る
改
良
は
完
了
し
、
今
後
は
、

予
想
を
超
え
る
集
中
豪
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
、
六
月
二
十
一
日
に
は
町
民
の
協
力
を
得

て
、
大
雨
災
害
応
急
対
策
訓
練
も
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
I
T
に
よ
る
水
位
監
視
、
広
報
、

民
間
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
、
水
系
調
査
に

よ
る
見
直
し
な
ど
で
万
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
対
策
で
す
が
、
地
震
の
予
知
は
極
め
て

困
難
で
す
。
沿
岸
で
は
津
波
の
発
生
が
恐
れ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
内
陸
の
当
町
は
そ
の
心
配

が
な
い
だ
け
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
現
在
は
地
区

公
民
館
に
避
難
所
マ
ッ
プ
を
配
付
し
て
い
る
の

み
で
す
。
今
後
は
避
難
所
の
表
示
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
施
設
の
耐
震
度
調
査
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
訓
練
、
通
信
・
広
報
活
動
の
充

実
に
努
め
、
危
機
管
理
と
そ
の
対
応
を
万
全
に

し
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

夏
本
番
で
す
。
暑
さ
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉　

町
の
危
機
対
策
に
つ
い
て

日・時間内容

２日間共通

青年の家の
　創作活動の体験

市町村の販売コーナー
紫波町のもち振る舞い、
フルーツパークの物産
販売をはじめ各地の名
産品販売

ステージ発表

２７日
午前１１時３０分～

サムズアップ
　　（じゃんけん）大会
優勝者にはお米２０kg
を。そのほか多数景品

２８日、
午前１０時～

ウォークラリー
　　（お宝さがし）大会
２～４人を１チームと
し地図を見ながらクイ
ズを解いていきます。
優勝者にはお米４０kg
を。そのほか多数景品

抽選会２８日
午後２時３０分～

とっとこ大抽選会
両日の来場したすべて
の人にチャンス。パンフ
レットに記載されている
番号が抽選券になりま
す。お米２０kgほか多数
景品

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

野
外
活
動
や
文
化
活
動
、
団
体

活
動
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
国
立
岩
手
山
青
年
の
家
は
、

今
年
開
所
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

毎
年
十
万
を
超
す
人
が
、
こ
こ

で
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ゲ
ー

ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
も
っ
と

青
年
の
家
を
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
開
放
す
る
も
の
で
、
家
族
で

宿
泊
す
る
こ
と
や
お
風
呂
に
入

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

国
立
岩
手
山
青
年
の
家
開
所
三
十
周
年
記
念

テ
ン
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
3

【
期
日
】九
月
二
十
七
日（
土
）・
午
前
十
一
時
〜
午
後
四

時
、
二
十
八
日（
日
）・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

【
場
所
】岩
手
山
青
年
の
家

【
宿
泊
】
親
子
対
象
（
部
屋
は
家
族
ご
と
）
に
八
月
十
八

日（
月
）〜
九
月
五
日（
金
）ま
で
受
付（
満
室
に
な
り
次

第
締
切
）。参
加
費
は
夕
食
・
朝
食
・
シ
ー
ツ
洗
濯
代
な

ど
が
含
ま
れ
て
大
人
千
二
百
三
十
円
、
小
学
生
千
二
百

円
、
三
歳
以
上
の
未
就
学
児
千
三
十
円
（
J
R
盛
岡
駅

か
ら
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
）

【
問
合
せ
】国
立
岩
手
青
年
の
家
�
６
８
８
―

４
２
２
１
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３年間ありがとう
また会おうね、ライアンさん

　２０００年７月から３年間、町で英語指導助手として子ど
もたちや地域のために尽くしてくれたライアン・トーマ
ス・ミラーさんが勤務を終え、町を離れることになりま
した。ライアンさんとの思い出を振り返り、彼の新しい
旅立ちを応援しましょう。
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ラ
イ
ア
ン
さ
ん
が
初
め
て
町
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
大

学
を
卒
業
し
た
て
の
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
十
七
日
。

あ
ど
け
な
い
笑
顔
が
残
る
彼
の
服
装
は
、
白
い
ワ
イ

シ
ャ
ツ
に
黒
い
ズ
ボ
ン
と
ま
る
で
日
本
の
学
生
の
よ
う
で

し
た
。ほ
と
ん
ど
日
本
語
が
話
せ
ず
、
周
り
の
問
い
か

け
に
首
を
か
し
げ
て
い
た
彼
も
、
日
中
は
学
校
で
生
徒

た
ち
と
、
夜
は
青
少
年
ホ
ー
ム
や
町
民
バ
ン
ド
な
ど
で

地
域
の
人
と
か
か
わ
り
、
ま
も
な
く
日
常
生
活
に
不

自
由
な
い
ほ
ど
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。日
本
で

一
番
興
味
を
持
っ
た
も
の
が
「
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
」
と
い

う
ほ
ど
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
顔
を
出
す
の
が
ラ
イ
ア

ン
さ
ん
で
し
た
。

　

一
九
七
八
年
ミ
シ
ガ
ン
州
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
生

ま
れ
た
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
人
を
楽
し

ま
せ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
特
技
は
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ（
大

道
芸
で
す
る
よ
う
な
お
手
玉
な
ど
）や
鳥
の
鳴
き
ま
ね
。

ラ
イ
ア
ン
さ
ん
の
お
手
玉
の
技
に
驚
い
た
人
も
多
か
っ
た

で
し
ょ
う
。紫
波
の
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
で
、
ラ
イ

ア
ン
さ
ん
は
休
み
時
間
は
ほ
と
ん
ど
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
遊
び
、
授
業
も
小
学
校
で
は
ゲ
ー
ム
中
心
な
の
で
、

楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
交
流
事
業
の
た
め
ド
イ
ツ
で
六
ヵ
月

間
生
活
し
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
時
代
に
も
一
年
間
ド
イ
ツ

に
留
学
し
て
い
ま
す
。将
来
は
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
人
や
文
化
に
触
れ
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
お
り
、

日
本
の
次
は
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
行
っ
て
み
た
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　　

九
月
か
ら
当
分
の
間
は
、
盛
岡
の
英
会
話
教
室
で

講
師
を
務
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。紫
波
を
訪

れ
る
機
会
も
多
い
で
し
ょ
う
。ラ
イ
ア
ン
さ
ん
を
見
か
け

た
と
き
は
笑
顔
で
「
お
帰
り
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

最後の授業で子ども
たちから握手ぜめに
あいました

忘れないよ
　みんなのこと

お別れのスピーチは英語で。
みんな分かったかな。

中学生からは「フレーフレー、ライアン」の
エールが送られました。

お別れに折り紙のレイを
プレゼントされました。
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ラ
イ
ア
ン
さ
ん
の
後
を
引
き
継
ぎ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
や
っ
て
来
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
、

二
十
二
歳
の
女
性
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
Ａ
・
ホ
ー
ル

さ
ん
で
す
。ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学
で
英
語
と
歴
史

を
専
攻
し
、
外
国
の
文
化
、
特
に
日
本
に
興
味
を

持
ち
、
日
本
語
も
二
年
ほ
ど
勉
強
し
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
国
内
で
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を

教
え
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。こ
の
五
月
に
大
学
を

卒
業
し
、
七
月
末
に
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
も
得
意
の
よ
う
で
す
。映
画

鑑
賞
、
読
書
、
漫
画
を
描
く
こ
と
な
ど
幅

広
い
趣
味
の
持
ち
主
で
す
。早
く
町
に
な

じ
め
る
よ
う
、
皆
さ
ん
仲
良
く
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

新たな英語指導助手は
ダンスが得意な

クリスティーン・
Ａ・ホールさん

小学校での初めての授業。アメリカの様子に
みんな興味津々。

子どもたちと焼きイモ。みんなライアン先生
の大きなイモが気になるようです。

日本もあちらこちら旅行しました。バックは
姫路城。

友人からプレゼントされたはんてん。日詰ま
つりでは山車を引きました。

中学校の卒業式で記念の一枚。 洋ナシの芽欠き、受粉、収穫と手伝いました。

片寄の田んぼで稲刈り体験。これがモチにな
ることを聞いてびっくり。

ジャコランタンを作って、ハロウィンパー
ティー。アメリカの行事を紹介。

ライアン先生の行くところ、すぐに女子生徒
が集まってきます。

あの日・あの時…　～ライアンさんが過ごした３年間～
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　私は、生涯この３年間を決して忘れないでしょう。
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　それは紫波町で働き、生活したすばらしい時間でした。
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　私はこの３年間に多くのすばらしい人々と出会いました。
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���������������	�
������
������	����������������	����������

�����
����
�����
　もちろん、学校でも友好的な先生と学生に出会いました。
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　他の皆さん同様、町民バンドを通した多くの仲間、家の近くで働く人たち、夜の英会話教室や英会話
サロンにやって来る人、そして祭りをはじめとするさまざまな行事で知り合った人たちとの出会いも
ありました。皆さんとの出会いを通してここが私にとってとても居心地のいい場所になったのです。
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　これらの経験を通して、ここ紫波はとても居心地が良いと、私は感じることができました。
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　紫波を私の故郷にしてくれた皆さんに感謝します。
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����������	
　私は紫波を去りますが、この町のことをいつも思い、そして時折ここに戻ってきます

"Don't be dismayed at good-byes.
　別れにうろたえるな。
A farewell is necessary before you can meet again.
　再会の前に、別れは不可欠だ。
And meeting again, after moments or lifetimes, is certain for those who are friends."
　しかし、再会は友人たちにとって、一時いや一生涯たっても疑う余地のないものだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-Richard Bach
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�リチャード　バック

この町をいつも思い、時折戻ってきます
ライアン・トーマス・ミラーさんからのメッセージ

　ライアンさんはトロンボーン、私はユーホ

ニュームという似た音色を出す楽器を使って

います。きれいなハーモニーを出せるようお互

い頑張っています。コンサートも徐 に々町の人

に楽しみにされるようになり、宮崎駿さんのアニ

メのテーマ曲もレパートリーとして定着してきま

した。この間は水分小学校を会場に行ってい

ます。

　私はライアンさんより後に町民バンドのメン

バーになったのですが、ライアンさんはとても練

習熱心で尊敬しています。ライアンさんが初め

て町民バンドの練習に参加した日、言葉も通

じなくて一生懸命吹いているライアンさんにメン

バーが「もう練習を止めていいよ。」となかなか

言い出せなかったエピソードも聞いています。

　まだしばらく盛岡に住むようなので、練習は

続けて参加できるそうです。木曜日の夜に中

央公民館で練習していますからライアンさんと

一緒に演奏したい人はいらしてください。

練習熱心なライアンさん
Shiwaウインド・アンサンブル
　北田恵子さん（長岡）
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　３年間、紫波町に住みましたが、今ではここはとても快適で、くつろげる町だと心から思っています。
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　最初は　３４,０００人の町で、ただ一人日本語を話せないことがとても心配でした。
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　来てみると、町の人たちが私を凝視したり、私に話しかけることを恐れたりすることで悩みました。
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　けれども徐々にそんなこともなくなり、多くの人から話しかけられるようになりました。
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　今ではどこに行っても、知っている人に会い、近づいてきて声をかけてくれるのがとても心地良い
です。
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　皆さんが温かく、快く接してくれて、私はここで多くの人と出会い、友人もたくさんできました。
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　この友情が将来もずっと続くことを楽しみにしています。
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　私が町で過ごした中で、一番の思い出の一つが、国際交流でアメリカに行く生徒たちとともに勉強
し、ポーテイジに行ったこと、そしてポーテイジの生徒を紫波に迎えたことです。
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　このことを通じて、私は生徒たちを大きな成長に導き、生徒の心をよく知ることができたと感じています。
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　生徒がアメリカに行く前に連続して授業をしたり、海外体験の準備をするために一緒に勉強したり、
滞在中は生徒たちの支えとなれたと思います。また、ニューヨークのニューバーグとの交流を始める
手伝いをしたこともとても楽しいことでした。

 He's a jolly good fellow, and it's nobody can deny.

    （彼はすてきな仲間です。それはみんながそう思っています）

　これは英語の歌の一節です。彼にぴったりの歌詞です。

　陽気で、誠実で、いつも笑顔を忘れないライアン先生は生徒

の間でも大変人気がありました。最初の授業では日本語もほとん

ど分からない状況でしたが、例の笑顔とジャグリングで教室の中

の緊張感はほんの一瞬のうちにとけ、あとは、２週間に１度の学

校訪問を生徒たちはとても楽しみにしていました。授業中もそう

ですが、休み時間などにも女子が英語で話しかけようとする姿

がよく見かけられました。「英語を話したい！」という気持を持たせ

てくれたのです。

　また、町の生涯学習の一環としての「初級英会話講座」を担

当しました。１年目は毎週午後９時３０分をまわっても、話がつき

ないことが多くありました。２年目も同様でした。講座を通して、

楽しく学習や交流をしたこともいい思い出です。

　学校でも、講座でもライアン先生は日本語をほとんど話しませ

んでした。だから、「話したい、話せるようになりたい」という生徒

や町民がどんどん増えたのだと思っています。　そして、彼は町

の国際交流のことにも思いをめぐらせて、その成功を心から願っ

ていた一人でした。

　　　　　　 We'll never forget you,
                                                Ryan.
　　　　　　　　　　　　（君のことはきっと忘れないよ、ライアン）

　　　　　　　　　　　　　　　　紫波第二中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　中野芳明さん
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町
は
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目

指
し
、
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
現

在
の
環
境
を
よ
り
よ
い
姿
で
残
し

伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
事
業

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
三

年
六
月
に
は
、
人
や
動
植
物
の
い
の

ち
の
循
環
を
目
標
に
掲
げ
、
百
年
後

の
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
で
紫

波
の
自
然
に
接
し
、
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
行
動
し
、
そ
の
輪
を
広

げ
て
い
こ
う
と
、
紫
波
町
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
「
循
環
型
の
ま
ち

づ
く
り
と
は
、
環
境
を
中
心
に
考
え

て
生
活
の
し
か
た
を
見
直
し
、
生
命

と
物
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
健
康
で

幸
福
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
町

は
、
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
循

環
型
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
に
つ
い

て
、
毎
年
公
表
す
る
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

　

町
で
は
、
良
好
な
環
境
を
保
ち
、
よ
り
良
い

方
向
に
導
く
た
め
に
、
再
使
用
や
再
生
利
用
を

で
き
る
だ
け
行
っ
て
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
と
い
う
資
源
の
循
環
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
環
境
や
資
源

循
環
に
つ
い
て
学
ぶ
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
は
、
次
の
四
つ
の
課
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

①　

町
内
で
発
生
す
る
畜
産
廃
棄
物
や
事
業

所
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
残
さ
、
間
伐
材
な

ど
の
未
利
用
資
源
を
有
効
利
用
す
る
「
有
機

資
源
循
環
」
を
進
め
る
拠
点
と
し
て
、
高
品

質
た
い
肥
製
造
施
設
「
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

②　

町
内
の
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
森
林
を
保
全
し
山
を
育
て
、
林
業
を
再

生
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
森
林
資
源
循
環
」

の
一
環
と
し
て
、
町
産
木
材
を
活
用
し
て
上

平
沢
小
学
校
を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
暖
房
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
児
童
用

の
木
製
机
や
イ
ス
の
導
入
、
間
伐
材
を
利
用

し
た
「
ぬ
く
も
り
待
合
所
」
の
設
置
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

③　

廃
棄
物
を
未
利
用
資
源
と
み
な
し
、
利
用

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
排
出
を
な
く
そ

う
と
い
う
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
、

現
在
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
「
無
機

資
源
」に
つ
い
て
も
、
発
生
抑
制（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
し
く
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
を
集
め
て
お
く
資
源
物
保
管
庫

の
建
築
費
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

④　

環
境
や
資
源
循
環
を
切
り
口
と
し
て
、
大

人
の
経
験
を
子
ど
も
に
伝
え
る
、
子
ど
も
の

平成 14 年度

循環型まちづくり事業の成果

第５回�
環境探検隊�
H14.10/5開催� 61%

33%

6%

とても�
楽しかった�

まあまあ�
楽しかった�

楽しく�
なかった�

第４回�
環境探検隊�
H14.7/6開催�

56%
19%

6%

19%

まあまあ�
楽しかった�

とても�
楽しかった�

無回答�

楽しく�
なかった�

春の�
地産地消�
H14.5/25開催�

66%

28%

6%

勉強に�
なった�

興味が�
わいた�

その他�

5%
その他�

78%

夏の�
地産地消�
H14.7/27開催�

17%

勉強に�
なった�

興味が�
わいた�

冬の�
地産地消�
H15.2/22開催�

61%
36%

3%

勉強に�
なった�

興味が�
わいた�

普通だった�

平成 14 年度

循環型まちづくり事業の成果

平成 14年度
循環型まちづくり事業
参加者の

アンケート結果
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発
見
を
大
人
に
伝
え
る
な
ど
の
世
代
間
の

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
学
習
を
進
め
ま

し
た
。

　

実
施
し
た
具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
成
果
」（
表

１
）
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
参
加
型
の
事
業
に
関
す
る
参
加

者
の
感
想
に
つ
い
て
は
、「
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
」
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
参
加

者
の
大
半
が
満
足
し
、
次
回
の
事
業
に
期
待
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
事
業
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
２

に
掲
載
し
た
「
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表１　　平成１４年度循環型まちづくり事業の成果
事業の名前【】は事業費・事業量

えこ３センター建設事業【１式３５１,９８０千円】
１棟目の用地造成・基盤整備工事、たい肥製造施設建設工事、機械器具購入など

有　

機　

資　

源　

循　

環

町道新山線改良舗装工事【４７０ｍ、７４,５６５千円】
えこ３センター利用車両のため、町道新山線の県道側から和山連絡道交差点まで
の１車線区間を拡幅改良・舗装整備

間伐材等炭化施設整備事業【１棟、７１,１５４千円】
たい肥づくりの副資材となる炭を作る施設の建設・整備。間伐材などを使って森林
資源を有効利用

えこ３関連事業合計４９７,６９９千円

生ごみ減量化の取り組み　
家庭から出る生ごみの減量化を図るためのコンポスター補助金（２,０００円／基）

上平沢小学校建設事業【２,８３１m2、７１８,９１７千円】
森林資源循環構想に基づき、町産木材を活用して建設

森
林
資
源
循
環

木質バイオマスエネルギー利用暖房設備整備事業【６９,３７７千円】
上平沢小学校の木質バイオマスエネルギー利用暖房設備工事（ペレットボイラー）

いわて木とふれあい施設づくり推進事業
上平沢・星山・佐比内・赤沢小学校の児童用木製机・イス設計・製造（天板：アカ
マツ、他：カラマツ）【３９７セット、１１,１５５千円】
間伐材を利用したぬくもり待合所建設工事（北沢地区）【１棟、７２５千円】

ごみ集積所整備事業補助金
【１１件（鉄骨造４０千円×６件、木造５０千円×５件）、４９０千円】

無
機
資
源
循
環

資源物保管施設整備事業補助金【２件（７万円／件）、１４０千円】

資源リサイクル運動奨励補助金【７５団体、２,８６０千円】

酒びんのリサイクルや日本酒のリターナブルびんの開発
岩手県酒造組合、岩手県酒類流通センターが主催する委員会に町から実行委員と
して２人参加。紫波町をモデル地区として取り組む。

環境学習

そ　
　

の　
　

他

自然との共生植林事業【紫波第一中学校１年生２６７人参加、１,２１２千円】
熊との共生についての講座（H１４年９月２４日）　講師：２人
植樹事業（H１４年１０月１０日）町有林「平成の森（３０アール）」
ドングリ体験事業（H１４年１０月３１日）フルーツパーク

省エネルギー対策

省エネ体験学習 「Ｋｉｄｓ 　ＩＳＯ」への取り組み（入門編）
キッズ

長岡小学校１８人、彦部小学校８人、星山小学校４人、上平沢小学校５人　計３５人

ＮＰＯ法人紫波みらい研究所委託事業【1式７,９００千円】

環境探検隊
第４回五ツ森地区、カブトムシ観察４３人（H１４年７月６日）、第５回山屋地区、き
のこ採り５０人（H１４年１０月５日）　計９３人

地産地消《野崎洋光紫波の旬をつくる》
春の地産地消５３人（H１４年５月２５日）、夏の地産地消５２人（H１４年７月２７日）、
冬の地産地消５３人（H１５年２月２２日）　計１５８人

水質調査（紫波町産業まつりで展示）
町内の湧水、中小河川、池沼、井戸水などの簡易水質についてCOD、硝酸性窒素、
ＰＨを調査（９３件）

森と家づくりの会
上平沢小学校現地見学会５２人（H１４年１２月１日）

循環型まちづくり事業　　事業費計１,３１０,６０７千円

町有林「平成の森」にヤマグリ、ミズナ
ラ600本を植樹した「共生植林事業」
（H14.10.10）

山屋地区できのこ採りをした「第５回環
境探検隊」（H14.10.5)

東京の「分とく山」総料理長・野崎さんを
迎えて開催した「地産地消の料理会」
（H14.5.25)
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表２　平成１５年度循環型まちづくり事業計画
事　業　の　名　前

えこ３センター建設事業
　２棟目の用地造成・基盤整備工事、たい肥製造施設建設工事、機
械器具購入など

有
機
資
源
循
環

生ごみ減量化の取り組み
コンポスター補助金

（仮称）西部保育所建設事業
　老朽化が進んでいる志和保育所と片寄保育所の解体・撤去、用地造
成、建設工事など

森
林
資
源
循
環

（仮称）西部保育所の木質バイオマスエネルギー利用暖房設
備整備事業
　木質バイオマスエネルギー利用暖房設備工事（ペレットボイラー）

いわて木とふれあい施設づくり推進事業
　間伐材を利用したぬくもり待合所建設工事　　７２５,０００円／棟

森林資源循環フォーラム補助金
　森林資源循環フォーラムの開催（紫波みらい研究所主催）

町産材利用木材住宅建設資金利子補給（補助期間：５年以内）
　住宅金融公庫の住宅融資額、地域木造住宅特別加算額を対象
に、借入金年末残高の０．３％の範囲内で補助

ごみ集積所整備事業補助金（鉄骨造３万円×５件、木造５万円×１０件）

無
機
資
源
循
環

資源物保管施設整備事業補助金（７万円／件）

優良リサイクル運動実施団体表彰

資源リサイクル運動奨励補助金

マイバッグ運動協力店啓発活動補助金

酒びんなどリサイクル事業の支援

省エネ体験学習「Ｋｉｄｓ　ＩＳＯ」への取り組み（入門編）
町内１１小学校５年生

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

住宅用太陽光発電導入促進事業費補助
　新エネルギー財団から補助金を受けて太陽光発電システムを設置
する人に対し、太陽光電池出力１ kW当たり５万円を補助（上限３
kW・１５万円）

情報公開

そ　
　

の　
　

他

農林業情報管理・公開システム整備事業

環境学習

体験的環境学習推進事業
環境学習推進検討会、環境探検隊

自然との共生植林事業
下刈り、枝条整理　　　町有林「平成の森（３０アール）」

環境学習支援　　ＮＰＯ「川を知る会」への機材（ゴムボート）
購入補助

ＮＰＯ法人紫波みらい研究所への循環型まちづくり委託事業

環境探検隊事業の実施
　（探検により町の魅力の発見を目指す）

地産地消の推進事業の実施

農村文化研究
（暮らしの中に息づく歴史や文化を見直し、今後に伝える）

森と家づくりの会　　森林資源循環セミナーほか開催

循
環
型
社
会
白
書
に

紫
波
町
の
取
組
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
十
五
年
五
月
に
環
境
省
が
刊
行
し
た
「
循
環
型
社
会
白
書
（
平
成
十

五
年
版
）
に
紫
波
町
の
「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
に
対
す
る
意
識
と
行
動
の
変
化
」
と
い
う
項
目
の
中
で
、「
身
近

な
『
自
然
』
で
あ
る
森
林
の
管
理
と
環
境
教
育
な
ど
の
場
と
し
て
の
活
用
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
」
の
実
践
事
例
と
し
て
、
有
機
・
森
林
資
源
の
循
環

や
環
境
学
習
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、

「
森
林
資
源
の
有
効
な
利
活
用
は
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
増
進

さ
せ
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
も
な
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

平成 14 年度
循環型まちづくり事業の成果
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住所党派年齢区分当選者

平　沢公 明 党50 現職 藤  原 　 惠  子 
ふじ わら けい こ

東長岡無 所 属56 現職 横  澤 　 敏  男 
よこ さわ とし お

二日町無 所 属59 新人 中  川 　 秀  男 
なか がわ ひで お

星　山無 所 属51 現職 阿  部 　 王  洋 
あ べ きみ ひろ

船久保無 所 属66 現職 工  藤 　 眞  巨 
く どう まさ お

上松本無 所 属67 現職 鷹  木 　 完  夫 
たか ぎ さだ お

片　寄無 所 属55 新人 熊  谷 　
くま がい

 泉 
いずみ

上平沢無 所 属63 現職 小  田  島  英  二 
お だ しま えい じ

日　詰日本共産党63 現職 村  上 　 充 
むら かみ みつる

佐比内無 所 属54 現職 佐  々   木  教  明 
さ さ き のり あき

日　詰無 所 属51 現職 武  田 　 平  八 
たけ だ へい はち

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
七
月
六
日
に
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
定
数
削
減
の
た
め

こ
れ
ま
で
よ
り
四
人
少
な
い
二
十
二
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
七
月
二
十
四
日
に
は

臨
時
議
会
も
開
か
れ
、
私
た
ち
の
身
近
な
代
表
者
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

所
属
委
員
会
な
ど
詳
し
く
は
し
わ
議
会
だ
よ
り
１
２
０
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
政
に
も
っ
と
高
い
関
心
を

過
去
最
低
と
な
っ
た
投
票
率

　

今
回
の
選
挙
は
町
議
会
選
挙
と
し
て
は
初
め
て
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

下
ま
わ
る
過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
年
か
ら
投
票

時
間
の
延
長
、
不
在
者
投
票
の
事
由
緩
和
が
導
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
投
票
率
は
年
々
下
が
る
一
方
で
す
。
町
議
会
は
町
の
重
要
施
策

を
決
定
す
る
重
要
な
場
で
す
。
す
べ
て
の
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

を
持
ち
、
大
切
な
一
票
を
む
だ
に
せ
ず
、
自
分
の
目
で
選
ん
だ
議
員
を

議
場
へ
送
り
だ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

93.37％�
91.12％�

88.61％�

85.37％�
83.16％�

81.65％�

77.65％�

昭
和
５４
年
７
月
実
施�

昭
和
５８
年
７
月
実
施�

昭
和
６２
年
６
月
実
施�

平
成
３
年
７
月
実
施�

平
成
７
年
６
月
実
施�

平
成
１１
年
６
月
実
施�

平
成
１５
年
７
月
実
施�

住所党派年齢区分当選者

桜　町無 所 属47 現職 田  村 　 勝  則 
た むら かつ のり

中　島無 所 属49 現職 佐  々   木  雅  博 
さ さ き まさ ひろ

片　寄無 所 属56 現職 鷹  觜 　 守  司 
たか のはし もり じ

南日詰無 所 属67 現職 大  沼 　 秀  一 
おお ぬま しゅう いち

彦　部社会民主党49 現職 内  村 　 正  義 
うち むら まさ よし

宮　手無 所 属51 現職 須  川 　 敏  昭 
す かわ とし あき

中　島日本共産党48 新人 細  川 　 惠  一 
ほそ かわ けい いち

高水寺無 所 属57 現職 田  森  悠  太  郎 
た もり ゆう た ろう

稲　藤無 所 属57 現職 新  里 　 哲  之 
にい さと てつ ゆき

赤　沢無 所 属60 新人 石  川 　 喜  一 
いし かわ き いち

平　沢無 所 属53 現職 照  井 　 利  継 
てる い とし つぐ

新議員の皆さん（７月８日に行われた当選証書交付順に紹介） ま
ち
づ
く
り
の
代
表
者

二
十
二
人
の
新
議
員
が
決
定

町議会選挙の
投票率の推移
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まず、わが身の安全を図れ�
何よりも大切なのは命。地震が起きたなら、�

まず第一に身の安全を確保する。�
↓�

テーブルや机などの下にもぐったり、座布団などで�
頭を守り、倒れやすい家具の側から離れる。�

災害用伝言ダイヤル�

171�
　災害による緊急時の連絡
や安否確認のメッセージが、
全国どこからでも録音、再生
できます。ただし提供開始は、
状況に応じてNTTが決定し
ます。�

すばやく火の始末�
地心で怖いのは、その後に発生する火災。�
揺れが収まったら火を消すことを心がける。�

↓�
「火を消せ！」とみんなで声をかけ合い、�

調理器具や暖房器具などの火を確実に消す。�

窓や戸を開ける�
いつでも逃げられるように、�

窓や戸を開ける。�
↓�

 鉄筋コンクリートの建物内にいるときは、�
閉めたままだと建物がゆがみ、�
出口が開かなくなることがある。�

外へ逃げるときはあわてずに�
外に逃げるときは、瓦やガラスなどの�
落下物に注意し、落ち着いた行動を。�

↓�
屋根瓦や窓ガラスなどが落ちて、けがをすることも。�

また、部屋の中でも割れたガラスでの�
けがを防ぐためスリッパや靴を履く。�

家族の安全を確認�
家族の安全を確認し、となり近所の人の�

安全も確認して助け合う。�
↓�

お年寄りや身体の不自由な人、けが人などに�
声をかけ、みんなで助け合う。�

避難は学校や決められた場所に�
指定された避難場所に徒歩で、�
荷物は最小限にする。�

↓�
避難する前に電気のブレーカーを切り、ガス、灯油のホーム�

タンクの元栓をしめる。主な避難場所は学校、�
公民館などの公共施設。�

正しい情報をつかみ�
余震を恐れるな�

うわさやデマに振り回されない。�
テレビやラジオで正しい情報を知る。�

↓�
携帯ラジオなどを備えておく。�

いざというとき、�
家族を�
守れますか？�

地震から�
身を守る�

７つのポイント�
地震が起きたら�
次のような行動を�
心掛けましょう。�

　５月２６日夕方、大きな揺れが東北地方を

襲いました。そのとき皆さんがどんな行

動をとったのか思い起こしてみてくだ

さい。町内でも倒れてきたものでけ

がをした人もいます。地震はいつ、

どの程度の規模でやってくるのか

わかりません。被害を最小限に

抑え、二次被害を起こさない

ためにも、日ごろの心構えが

必要です。�

　町では洪水対策の一環と

して、３６時間先までの降雨

量の予測ができるシステム

を導入しました。

町でも洪水対策が
着々と進行
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　出会い系サイトを利用して、１８歳未満を対象とした性交

やお金目的の交際相手を求めた場合（不正交際勧誘）、大

人も未成年者も罰則が適用されます。違反した者は１００万

円以下の罰金、１８歳未満の者には少年法の規定で家庭

裁判所に送致されることになります。�

�

　顔の見えない相手をメールのやりとりだけで信頼し、理

想の相手と思いこんでしまうところに出会い系サイトの落と

し穴があります。見覚えのないメールアドレスや着信履歴

には返信せず、遊び半分にふざけてアクセスしたり、安易に

住所氏名などを教えたりすることは絶対にやめましょう。出

会い系サイトで知り合った人と会うことは非常に危険です。�

�

　子どもが携帯電話やパソコンで何をやっているのかわか

らなかったり、自分たちの地域には関係ない問題と思ったり

していませんか。子どもが犯罪を犯したり、被害に遭う環境

をつくりだしているのは親や大人の責任であることを認識し、

保護者が子どもたちの行動に十分な関心をもつことが大

切です。�

　携帯電話、パソコンを利用したインターネットの急
速な普及にともない、※出会い系サイトの利用から犯
罪に巻き込まれる事件が増えています。�
　こうした犯罪の平成１４年の検挙件数は、全国で１，７
３１件にも上り、平成１２年の約１８倍になっています。
特に児童（１８歳未満）の被害が急増しており、中・高
校生が興味本位で利用した出会い系サイトから、児童
売春などの犯罪につながるケースも少なくありません。�
　このような犯罪から児童を保護することを目的とし
た「インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘
引する行為の規制等に関する法律（出会い系サイト
規制法）」が９月１３日から施行されることになりました。�

～出会い系サイトとは～�
　インターネット上で、異性間の出会いの場を提供する電子
掲示板などをいい、パソコンや携帯電話から、異性交際に関
する情報を閲覧したり、電子メールを利用して異性交際希望
者が相互に連絡をすることができる役割をしています。�

★（＾＾）16歳の女子高生です。�

私とHしてくれる人いませんか？�

★14歳の中学生だけど、�

おこづかいくれたらお茶してもいいヨ�

●女子中学生で僕とHしてくれる人い

ませんか？（＾⊇＾）�

違反すれば１００万円以下の罰金�
�

１８歳未満は少年法の規定で�
家庭裁判所に送致�

       犯罪に巻き込まれないために�
●出会い系サイトにアクセスしない�
●見覚えのないメールや着信に返信しない�
●見知らぬ相手とは絶対に会わない�

このような書き込みは犯罪です�

大人も未成年者も�
「不正な書き込み」は処罰の対象に�

出会い系サイト規制法�
が施行されます�
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中
学
生
が
体
験
の
中
か
ら
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
、
情
報
を
集
め
な
が
ら
課
題
解
決
の

力
を
つ
け
、
将
来
に
お
け
る
社
会
の
一
員
と

し
て
の
役
割
や
活
動
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
と
す
る
た
め
、
紫
波
一
中
で
は
職
場
体
験

学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。二
年
生
が
廊
下

に
張
り
出
さ
れ
た
企
業
の
募
集
広
告
に
よ
っ

て
希
望
を
出
し
、
選
考
試
験
を
う
け
職
場
体

験
に
臨
み
ま
す
。そ
の
結
果
、
希
望
の
と
こ
ろ

で
働
け
ず
く
や
し
い
思
い
を
し
た
生
徒
も
い

ま
し
た
。い
ざ
、
職
場
へ
向
か
っ
た
日
は
、
学
校
、

友
達
と
離
れ
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
思
い
で

働
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
日
は
、
紫
波
三
中
の
生
徒
も
職
場
体

験
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
出
し

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。奉
仕
活
動
で
ナ
シ
畑

で
働
く
の
は
慣
れ
た
三
中
生
も
、
お
客
さ
ん

相
手
は
少
し
は
ず
か
し
い
よ
う
で
す
。一
中
生

と
と
な
り
同
士
働
い
て
、
新
し
い
友
達
関
係

が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

迫力あるプレー、シーウエイブスがやってきた

　

ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
釜
石
シ
ー
ウ
エ
イ
ブ
ス 
Ｒ

Ｆ

Ｃ

 が、
昨
年
に

ラ
グ
ビ
ー
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ

引
き
続
き
紫
波
町
で
の
公
開
練
習
と
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
と
夢
を
与
え
る
た
め
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

公
開
練
習
で
は
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を

随
所
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。紫
波
二
中
の
生
徒
た
ち
が

シ
ー
ウ
エ
イ
ブ
ス
メ
ン
バ
ー
の
水
分
補
給
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
間
近
で
プ
レ
ー
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
に
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
赤

石
小
学
校
、
赤
沢
小
学
校
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
ラ
グ
ビ
ー
部
の
中
学
生
、
そ
し
て
盛
岡
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
二
百
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し

た
。幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
が
中
心
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
で
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。中
学
生
は
パ
ス
、
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
技

術
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
化
し
て
三
年
目
に
な
る
釜
石
シ
ー
ウ
エ
イ
ブ
ス
は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
チ
ー
ム
と
し
て
自
分
た
ち
の
試
合
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

釜
石
シ
ー
ウ
エ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
事
務
局
�
０
１
９
３

―　
―

１
１
７
３

２３

 ７
　　１２・１３

A.F. マコーミック選手（ニュージーランド出身）
　今回は一泊で短い時間ですが、紫波の人はとても親切
にしてくれました。山の景色がとてもきれいですね。ラグ
ビーはチームスポーツなので自分のことだけでなく、仲
間の考え方を聴いていかなければなりません。そのことは
人生のさまざまな場面で役に立つと思います。外で走りま
わる面白いスポーツですから、友だちもたくさんできます。
子どもたちにラグビーの楽しさをぜひ伝えたいですね。

ラインアウトでの本格的なリフティングも体験

ホ
テ
ル
で
部
屋
の
掃
除　

旅

館
に
泊
ま
っ
た
こ
と
は
あ
る

け
ど
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

ど
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
の

か
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。部

屋
数
も
多
く
、
思
っ
た
よ
り

大
変
で
す
。

ホ
テ
ル
の
食
事
の
下
準
備　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
タ
マ

ネ
ギ
の
皮
を
む
い
た
の
は
初

め
て
、
家
だ
と
一
度
に
せ
い

ぜ
い
二
個
だ
か
ら
涙
も
が
ま

ん
で
き
る
け
ど
、
も
う
目
が

い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。

イ
チ
ゴ
苗
の
後
始
末　

ハ
ウ

ス
の
中
の
甘
い
香
り
が
き
も

ち
い
い
。家
に
は
畑
が
な
い
の

で
ぜ
ひ
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
働

い
て
み
た
か
っ
た
。
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働く尊さを実感。模擬就職活動中学生の職場体験  ７
　　１１

細川　進選手（写真左、紫波二中出身　２５歳）
　ラグビーを始めたきっかけは、中学２年生の
時、担任の先生に半ば強制的にチームに入団さ
せられたことです。
　現在は福祉関係の仕事をしながら、週に４回
釜石のグラウンドで汗を流しています。今は
チームがトップリーグ入りすることが最大の目
標ですが、個人としてもレギュラー定着を目指
して頑張っています。
　ラグビーは持久力、瞬発力などすべての体力
を必要とするので、練習はきついですが、力を
あわせてトライを取ったときは何にも代え難い
快感があります。そんな仲間ができたことが今
までラグビーを続けてきた中で一番の収穫で
しょうか。今日練習に参加している子どもたち
も途中であきらめないで続けていってください。
シーウエイブスで待っています。
（隣はチームメイトで紫波町在住の佐藤誠選手）

週末ラグビースクール　小学生・中学生でラグビーに興味のある人を対象に、７月から１１月の毎週日曜、
総合運動公園などを会場にラグビースクールを開催しています。紫波町ラグビーフットボール協会の人
たちが指導してくれます。問合せ　総合体育館�６７６-２６５０

梅
の
実
の
収
穫　

山
の
斜
面

で
脚
立
を
使
う
の
は
大
変
。

で
も
実
を
採
る
の
は
楽
し
い
。

こ
れ
が
梅
干
し
に
な
る
ん
だ
。

特
産
品
（
し
あ
わ
せ
お
か
き
）

の
試
食
販
売　

少
し
緊
張
し

て
い
ま
す
。な
か
な
か
大
き

な
声
で
お
客
さ
ん
に
声
を
か

け
る
の
は
難
し
い
な
。

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

パ
ソ
コ
ン
講
習
の
テ
キ
ス
ト

を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。す
ご
い

量
な
の
で
も
っ
と
人
出
が
ほ

し
い
。

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ

プ　

面
白
い
調
理
器
具
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
作
る
の
が
楽

し
い
。お
店
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

も
着
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。絶
対
こ
こ
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
来
た
い
な
。

レ
ジ
の
担
当　

お
金
を
扱
う

か
ら
、
す
ご
ー
く
気
を
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

野
菜
・
フ
ル
ー
ツ
売
り
場　

だ
ん
だ
ん
コ
ツ
が
分
か
っ
て

き
て
、
商
品
を
お
客
さ
ん
に

勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
来
店

者
調
査　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
〜
」
明
る
く
元
気
に
お
客

様
を
迎
え
る
よ
う
に
お
そ
わ

り
ま
し
た
。僕
た
ち
根
っ
か
ら

明
る
い
の
で
ま
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

平
成
の
森　

去
年
僕
た
ち
が

植
え
た
ド
ン
グ
リ
の
木
が
元

気
に
育
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
。

熊
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
早

く
大
き
く
な
っ
て
く
れ
。
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県の代表として
中総体で全力を尽くす決意

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
開
発
途
上
国
の
た
め
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲
と
情
熱
を
も
っ
た
若
者

が
二
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
国
づ
く
り
人
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
も
六
十
九
国
二
千
三
百
八
十
一
人
が
活
動

し
、
平
成
十
五
年
度
一
次
隊
四
百
六
十
三
人
は
七

月
十
四
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
任
国
へ
出
発
し
て
い

ま
す
。町
か
ら
も
看
護
師
の
冨
岡
幸
子
さ
ん
（
片

寄
）が
南
米
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
、
看
護
技
術
・
衛

生
に
対
す
る
意
識
、
基
礎
知
識
の
向
上
を
図
る
た

め
に
サ
ン
チ
ェ
ス
地
域
病
院
へ
配
属
さ
れ
ま
す
。

　

冨
岡
さ
ん
は
志
望
の
動
機
を
「
以
前
タ
イ
に
観

光
旅
行
し
た
際
、
現
地
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
ぼ
ろ

ぼ
ろ
に
な
っ
た
辞
書
を
片
手
に
必
死
に
日
本
語
を

勉
強
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
て
、
自
分
も
こ
れ
ま

で
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
情
熱
を
も
っ
て
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。以
前
か
ら
海

外
で
働
く
こ
と
に
関
心
も
あ
っ
た
の
で
今
回
現
地

へ
行
く
こ
と
の
不
安
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。た
だ
幸
子
さ
ん
を

理
解
し
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
と
離
れ
る
こ
と
が

一
番
気
が
か
り
の
よ
う
で
す
。自
身
の
健
康
管
理

に
も
十
分
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

寒い夏を吹き飛ばせ
子どもたちの水泳記録会

他国の人々の健康を守る
青年海外協力隊に町からも参加

 ７
　　１７ ７

　　２９
　

小
学
校
水
泳
記
録
会
が
曇
天
の
中
、

赤
石
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
は
梅
雨
も
な
か
な
か
明
け
ず
、

涼
し
い
日
が
つ
づ
き
、
ど
こ
の
学
校
も
水

泳
の
練
習
は
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。し
か
し
、
六
年
男
子
五
〇
メ
ー

ト
ル
背
泳
で
古
館
小
学
校
の
高
橋
功
紀

君
が
大
会
新
記
録
を
出
し
、
少
し
ず
つ
レ

ベ
ル
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
児
童
た
ち
に
よ
る
応

援
も
選
手
に
力
を
お
く
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。、
柵
の
外
に
は
応
援
に
駆
け
つ
け

た
親
た
ち
が
重
な
り
合
っ
て
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

県
内
各
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

町
か
ら
は
紫
波
第
一
中
学
校
の
バ

レ
ー
部
男
子
が
県
大
会
優
勝
、
水

泳
部
女
子
が
総
合
二
位
、
柔
道
部

男
子
が
総
合
三
位
な
ど
す
ば
ら

し
い
成
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。彼

ら
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
指
導
や

応
援
を
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人

た
ち
に
拍
手
を
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。県
の
代
表
と
し
て
東
北
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
選
手

た
ち
に
大
会
前
の
思
い
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

バレー　　田大河（３年）全国大会目指す／佐々木俊一（３年）
全国大会目指す／矢野弘晃（３年）スパイクを決めまくる／小向
祐介（３年）楽しくゲームをしたい／菊池将吾（３年）スパイクを拾
いまくる／佐藤祐一（３年）全国大会にいけるよう頑張る／松本貴
大（３年）頑張ります／及川晃弘（２年）チームの優勝のため力に
なる／八重樫哲也（３年）もっとサーブにみがきをかける／中山翔
（２年）みんなをサポートする／加藤孝大（３年）全国大会出場／
松本隼也（２年）先輩が試合に集中できるようバックアップする
柔道　高橋　翼（２年）チームを勢いにのせます／三上陽平（３
年）一中の誇りを胸に全力をつくします／梅木悠孝（３年）最後の
試合に全力をつくします／北田　駿（３年）チームのポイントゲッ
ターとなります／田中辰弥（３年）東北大会に行けない人の分も頑
張ります／藤本龍也（３年）最後の大会を一生懸命頑張ります／
佐藤太陽（２年）強い人の技をよく勉強します／藤平優也（１年）
大会でいろいろ勉強したいです
水泳　小原和博（３年）良いタイムが出せるよう頑張ります／八
重樫範子（３年）自己ベスト更新を目指しています／佐々木友恵
（２年）アテネ目指して頑張ります／高橋美紀（２年）自己ベスト
更新を目指しています／箱崎恵子（２年）体調管理して臨みます
／山下和花子（１年）先輩に迷惑をかけないよう頑張ります／鈴
木朋代（１年）毎日の練習を一生懸命頑張ります
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正しく� シリーズ3

◇
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
経
路
と

　
　
　
　
　

日
常
生
活
上
の
注
意

　

Ｃ
型
肝
炎
は
血
液
を
介
し
て
感
染
し
ま

す
。原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
過
去
の
輸

血
や
血
液
製
剤
の
投
与
、
予
防
接
種
、
鍼
治

療
な
ど
の
医
療
行
為
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
薬
物
乱
用
に
よ
る
注
射
器
の
使
い
回

し
や
入
れ
墨
、
最
近
で
は
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス

（
穴
を
開
け
る
機
械
の
使
い
回
し
）
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
耳
の
ピ
ア
ス
で

は
穴
を
開
け
る「
使
い
捨
て
キ
ッ
ト
」が
あ
る

そ
う
で
す
。（
図
―

１
）

　

C
型
肝
炎
の
場
合
、
母
子
感
染
は
極
め

て
少
な
い
と
い
わ
れ
、
実
際
に
は
一
〜
二

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
す
。夫
婦
間
の
感
染
は

も
っ
と
少
な
く「
ご
く
ま
れ
」で
〇
・
〇
〇
…

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
最
近
の
金
利
の
よ
う
に

極
端
に
低
い
確
立
で
す
。結
婚
後
三
十
年
以

上
の
夫
婦
間
で
も
感
染
の
報
告
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。言
い
換
え
れ
ば
「
Ｃ
型
肝

炎
で
は
性
的
関
係
に
お
け
る
感
染
は
絶
対

に
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
可
能
性
は
ほ
と

ん
ど
〇
に
近
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
表
―

１
）

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
血

液
が
付
く
物
を
供
用
し
な
け
れ
ば
、
感
染

の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。血
液
に
関
し
て

の
み
注
意
を
払
え
ば
良
い
の
で
す
。医
療
行

為
に
よ
る
感
染
も
、
平
成
四
年
以
降
は
検

査
体
制
が
整
備
さ
れ
心
配
な
く
な
り
ま
し

た
。（
図
―

２
）

　

で
は
、
こ
の
よ
う
に
Ｂ
型
肝
炎
と
比
べ
て

感
染
力
が
弱
い
Ｃ
型
肝
炎
が
ど
う
し
て
社

会
問
題
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。母
子
感
染
に
よ
っ
て
細
々
と
続
い
て
い
た

Ｃ
型
肝
炎
は
、
戦
後
の
ヒ
ロ
ポ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
注
射
器
を
必
要
と
す
る
覚
醒
剤
の

乱
用
や
、
結
核
・
胃
潰
瘍
な
ど
の
手
術
に
伴

う
輸
血
に
よ
り
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま
た
、
過
去
に
お
い
て
は
、「
一
本
の
注

射
器
に
よ
る
複
数
の
人
へ
の
予
防
接
種
」
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ほ
ど
増
え
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
病
気
に
は
ま
だ
ま
だ
偏
見
や
誤
解

が
多
い
の
が
実
情
で
す
が
、
家
族
や
周
囲
の

人
た
ち
が
こ
の
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

温
か
い
目
で
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

◆
次
回
は
治
療
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

C
型
肝
炎
は
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

〈表-１〉B・C型肝炎の感染経路
B型肝炎C型肝炎

●あり●あり輸血・血液
製剤による感染

●あり
●注射器、鍼治
療、入れ墨、医
療事故など

●あり
●注射器、鍼治
療、入れ墨、医
療事故など

汚染血液
付着物での
外傷による感染

●あり
（現在５％以下）

●ごく少ない
（経過観察必要）母子感染

●あり●ごくまれ性行為感染

●ごくまれ●なし通常の日常生活

傷口などから血液が入り込まない限り�
感染しません。�

血液が付く可能性が�
あるものは自分専用に�
歯ブラシ・カミソリなど�

みんなで食事をする�

一緒にお風呂に入る� キスする�

〈図-２〉
日常生活で感染することは
ほとんどありません

過去の�　　　　 ●輸血や血液製剤の使用�
　　　　 ●予防接種や鍼治療�

その他�
　　　　 ●医療従事者の針刺し事故�
　　　　 ●入れ墨�
　　　　 ●麻薬の回し打ちなど�

〈図-１〉おもな感染経路は
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　平成１４年８月５日にスタートした、住民基本

台帳ネットワークシステムにより、パスポート

申請や年金現況届などのさまざまな申請に対す

る住民票の添付が不要になっています。 さらに

８月２５日からは、第２次サービスがスタートし

ます。

【住民基本台帳カードの交付について】
  住民基本台帳システムに対応したこのカードは、顔写真を
張り付けることから、公的な身分証明書として利用できま
す。
  カードには高度のセキュリティ機能を備えたＩＣチップ
を搭載しており、盗難などによる不正な利用を防ぐため、
利用者に直接、暗証番号を設定してもらいます。
　●カードの交付を希望する人は、印鑑と本人を確認でき

る証明書（免許証、パスポート、身体障害者手帳など）
を持参してください。

　●カードは１０年で更新となります。
　●交付手数料は５００円です。紛失や更新をした場合も５００

円の手数料を頂きます。
　●転出した場合は、カードの記載内容が変わることから

カードを発行市町村に返却し、転入地で新規に発行手
続きをする必要があります。また、町内において転居
した場合は、新しい住所地を裏面に記載しますので、
再交付は行いません。なお、このカードは、希望者に
のみ交付されます。

【住民票の写しの広域交付が可能に】
　住民基本台帳カードを提示することで、他の市町村でも
住民票の写しを取得できるようになります。ただし、住所
地以外の市町村では、本籍地が記載されません。

【転入転出手続きが簡単に】
　現在、転出の場合は、住んでいる市町村で転出証明書の
交付を受けた後、転入先の市町村で転入の手続きをする必
要があります。　住民基本台帳カードの交付を受けている
人は、この手続きの一部が簡素化されるようになります。
※カードをお持ちの人で紫波町から転出される場合は、あ
らかじめお申し出ください。

希望者に住民基本台帳カードを交付�

住民票の広域交付が開始されます�
詳しい内容は

総務省のホームページを　http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/

問合せは　町民課町民窓口室�672-6862

IT サポートセンター
９月以降の講習会日程

９月２日～１０日の火・水曜

午後２時～５時 ワード入門コース

午後６時～９時 ワード入門コース

９月１６日～２４日の火・水曜

午後２時～５時 エクセル入門コース

午後６時～９時 エクセル入門コース

９月１８日～２６日の木・金曜

午後２時～５時 エクセル入門コース

午後６時～９時 エクセル入門コース

各コース　受講料：２,０００円　定員１０人

◆申込・問合せ　紫波町 IT サポートセ

ンター�６７６-６５５８

ホームヘルパー
養成講座

県高齢者社会福祉生活協同組合

では、これからの高齢社会に向

け必要となるホームヘルパーの

養成講座２級課程を開催します。

◆対象　県内在住の人

◆受講期間　９月１８日～１１月

２８日

◆場所　県青少年会館（盛岡市

みたけ）ほか

◆定員　４０人（先着順）

◆申込・問合せ　県高齢者福祉

生活協同組合�６５３-５８３０

８月２５日から住基ネットでさらに便利に

エンパワーメント研修
「あすばるフェスタ」

　女性の積極的な社会参画を促進し、地域社会

に貢献するリーダーを養成するための研修会

が福岡県で開催されます。

◆日時　１１月２０日～２４日

◆場所　福岡県女性総合センター「あすばる」

◆対象　２５歳以上６０歳未満の健康な女性で、

これまで「いわて女性洋上セミナー」などの県

主催の男女共同参画講座に参加していない人

◆参加経費　５２,０００円

◆申込・問合せ　９月１０日までに生涯学習課

�６７２-３３６２（詳しい参加要項をさしあげますの

で、お気軽にお問い合わせください）



●１９

●教室は、初心者・初級者を対象として基本を中心に指導
します。
●各教室とも、定員になり次第締め切りますので、お早め
にお申し込みください。
●開講２日前までに、５人以上の申し込みがない教室は
開講しませんのでご了承ください。
●参加料にはスポーツ安全保険料が含まれています。

都市計画プランに
皆さんのご意見を！

　県は、これからの土地利用のあり方や、道路、公園、
下水道をはじめとするの都市に必要な公共施設の整備
方針など、県内市町村の今後のまちづくりの方向性を
示す「都市計画区域マスタープラン」の素案を策定し
ました。
　紫波町区域のマスタープランについて、住民説明会
を開催して皆さんからのご意見を募集します。

○ 説明会
　日時　８月３０日（土）、午前１０時～
　会場　役場第二庁舎２階会議室
○ご意見も募集
　８月２２日から１０月３日まで、郵便、ファック
ス、Ｅメールでご意見を募集します。
　詳しくは、県庁都市計画課ホームページをご覧
いただくか、下記までお問合せください。
・県庁都市計画課ホームページ
http://www.pref.iwate.jp/̃ hp0604/index.html
○問合せ　県庁都市計画課計画係�６２９-５８８９

期　　間内　　　　　　　容教  室  名

９月４日～１１月６日
毎週木曜（１０回）
■時間 午前９時３０分～１１時３０分

ニュースポーツ、レクリエーションゲームなど、運動不足解消・ス
トレス発散の企画盛りだくさんです。
■会場 総合体育館ほか　■費用 ２,０００円　■指導 体育協会指導主事ほか

元気ゼミナール
■対象 一般成人
■定員 ３０人

８月１９日～１０月２８日（９月２３
日を除く）
毎週火曜（１０回）
■時間 午前１０時～正午

ソフトテニスの基本からゲームが出来るまで優しく指導します。貸
しラケットあり。
■会場 運動公園テニスコート　■費用 １,５００円　■指導 町ソフトテニス協
会員

ソフトテニス教室
■対象 一般成人
■定員 ２０人

９月１日～１２月８日
（９月１５日・２２日、１０月１３日、１１
月３日・２４日を除く）
毎週月曜（１０回）
■時間 午後６時３０分～８時３０分

水泳の初歩から優しく指導し、確実な進歩が期待できます。
■会場 ラ・フランス温泉館　■費用 １,５００円、プール利用料（６００円）は
個人負担　■指導 町水泳協会員

水泳教室
■対象 １６歳以上
■定員 ２０人

８月２０日～１０月２２日
毎週水曜（１０回）
■時間 午後７時～９時

硬式テニスの基本からゲームが出来るまで、個人の技術レベルに応
じてグループ分けをして指導します。貸しラケットあり。
■会場 運動公園テニスコート　■費用 １,５００円　■指導 町テニス協会員

ナイターテニス教室
■対象 一般成人
■定員 ５０人

９月１８日～１１月２０日
毎週木曜（１０回）
■時間 午後７時～８時３０分

関節に負担がかからない水中で、リズムに合わせて楽しみながらの
運動を。
■会場 ラ・フランス温泉館　■費用 １,５００円、プール利用料（６００円）は
個人負担　■指導 五十嵐敏江さん、藤根弘枝さん（町体育指導委員）

水中運動教室
■対象 １６歳以上
■定員 ２０人

９月５日～１１月７日
毎週金曜（１０回）
■時間 午後７時～９時

有酸素運動でダイエット、体を動かして汗を流してストレス発散！
■会場 総合体育館　■費用 １,５００円　■指導 高橋厚子さん（町体育指導委
員）

エアロビクス教室
■対象 １６歳以上
■定員 ５０人

９月２７日～１１月２９日
毎週土曜（１０回）
■時間 午後２時～４時

サッカーの基本からミニゲームまで、子どもたちのための教室。
■会場 サン・ビレッジ紫波　■費用 １,０００円　■指導 町サッカー協会員

ちびっこサッカー教室
■対象 １０歳以下
■定員 ４０人

９月１日～９月２９日
毎週月曜（５回）
■時間 午後７時～８時３０分

ユニカール・キンボール・ピロポロなどのニュースポーツを子ども
から大人まで楽しく遊ぶことができます。親子や子ども会の指導者
におすすめ。
■会場 総合体育館　■費用 ５００円　■指導 町体育指導委員

ニュースポーツ教室
■対象 ９歳以上
■定員 ３０人

平成１５年

中期スポーツ教室
総合体育館窓口で受付中！

●問合せ　紫波町総合体育館�６７６-２６５０　有線０１-３１６３
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［右の作品］大家族　ルネ・マグリッソ

畠山 恵  美  菜 さん
え み な

　（紫波第三中学校３年）
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残したい日 の々生活・風景などを、あなたの秘蔵・自慢の写真で紹介

あなたの作品をお待ちしています
◇応募先　〒 028-3390 紫波町役場 環境課「紫波フォト歳時記」係
�672-2111  有線 01-8972

　自分の絵を描くより難
しかったそうで、特にブ
ルーが本物と同じ色が
出ず苦労したとのこと。
今は秋の郡陸上大会に
向けて背面飛びを特訓
中。お笑い系好きという
明るい女の子です。

［左の作品］凱風快晴　葛飾北斎

畠山 英  丸 さん
ひで まる

　（紫波第三中学校３年）

　この作品を選ぶまでに、浮世絵
について調べてみて、その難しさ
とすばらしさを学び、北斎の人柄
や偉大な浮世絵師であったことを
知ったそうです。家ではモータース
ポーツのテレビ観戦が大好きです。

紫波三中　有名作品の模写


